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            番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条 
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            関する条例改正の件 
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開議 午後１時 

 

○議長（永並 啓君） 

  皆さん、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は12名であります。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「第５号議案から第27号議案ま

で」を議題といたします。 

  これに対する各常任委員会及び特別委員

会の報告を求めます。 

  総務建設常任委員会、才脇明美委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（才脇明美君） 

  それでは、御指名をいただきましたので

総務建設常任委員会の報告をさせていただ

きます。 

  総務建設常任委員会は、令和６年３月７

日午前９時半より開会、午後０時13分に閉

会いたしました。 

  委員会の出席者は、秋元副委員長、中川

委員、管野委員、小寺委員、私、委員長の

才脇の計５名で、欠席者は川上委員の１名

であります。委員外出席として永並議長が

出席いたしました。 

  当委員会に付託された議案は６議案であ

ります。 

  それでは審査の内容を報告いたします。 

  まず、第５号議案、豊能町附属機関に関

する条例改正の件でございますが提案説明

は省略いたします。 

  主な質疑でございますが、学校施設等跡

地利活用検討委員会の構成員はとの質疑に

対し、学識経験者２名、自治会推薦５名、

学校関係３名、福祉関係１名、地域企業関

係２名、町職員１名、計14名を想定してい

ますとの答弁でした。 

  学識経験者は本町のことをよく御存じな

のかとの質疑に対し、学識経験者について

は公共施設再編検討委員会や都市計画審議

会の委員で、本町のことをよく御存じの委

員にお願いしたいと考えていますとの答弁

でした。 

  今回の検討委員会では東地区については

検討対象としていないのかとの質疑に対し、

東地区については行政で検討していく必要

があると考えていますとの答弁でした。 

  若い世代の意見をどのように取り込んで

いくのかとの質疑に対し、学校関係ではＰ

ＴＡ関係者を想定しています。また、自治

会の中でも若い世代の意見を吸い上げてい

ただくよう体制をとっていきたいと考えて

いますとの答弁でした。 

  今回の対象施設の中に吉川保育所が入っ

ていないのはなぜかとの質疑に対し、吉川

保育所については認定こども園の関係があ

ります。よって、別途検討委員会を設け検

討していきますが、認定こども園の件につ

いて整理がつき、多用途で活用するとなれ

ば、この検討委員会の中に追加していきた

いと考えていますとの答弁でした。 

  今回の検討委員会の進め方については、

町の方針、主体性が見えないがとの質疑に

対し、今回の検討委員会では幅広い御意見

を聞き、一緒に検討していきたいと考えて

いますが、これまでの公共施設再編におけ

る職員プロジェクトチームでも一定検討し

ており、町の基本的な考えというものは持

っていますので、さらに検討を重ねた検討

委員会に提案していきたいと考えています

との答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  次に、第６号議案、豊能町行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用

及び特定個人情報の提供に関する条例改正
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の件でございますが、提案説明は省略いた

します。 

  特段の質疑、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  次に、第７号議案、豊能町会計年度任用

職員の給与及び費用弁償に関する条例改正

の件でございますが、提案説明は省略いた

します。 

  主な質問でございますが、会計年度任用

職員制度が始まって以来、年収103万円や

130万円の壁から、これまで１人で行ってい

た業務を２人でしないといけないなど人手

不足が懸念されるがとの質疑に対し、勤務

時間などの抑制により人材確保に苦慮して

いますが、業務を滞りなく遂行するため、

今後も職員の確保に努めていきたいとの答

弁でした。 

  勤勉手当の位置づけはとの質疑に対し、

会計年度職員にも人事評価制度を導入し、

一定の業績を評価した上でその評価に基づ

いて支給される手当というものになってい

ますとの答弁でした。 

  今回の改正による影響額及び対象になる

職員数はとの質疑に対し、影響額は令和６

年度予算で2,200万円の増、対象となる職員

数は130人ですとの答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  次に、第15号議案、豊能町消防団員等公

務災害補償条例改正の件でございますが、

提案理由は省略いたします。 

  特段の質疑、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  次に、第16号議案、豊能町宅地造成等規

制法関係事務手数料条例を廃止する条例で

ございますが、提案説明は省略いたします。 

  主な質疑でございますが、現在指導中の

案件についてはこれからは大阪府の担当に

なるのかとの質疑に対し、大阪府の担当に

なりますが、書類の引継ぎや現場パトロー

ルに同行するなど、引き続き大阪府ととも

に指導に努めてまいりますとの答弁でした。 

  住民からの通報・相談は今後も町のほう

で受けてくれるのかとの質疑に対し、通

報・相談を受ければ町でも現場確認等を行

うとともに大阪府へ連絡します。全く町か

ら手を離れるわけではありませんとの答弁

でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  次に、第18号議案、令和５年度豊能町一

般会計補正予算（第10回）の件（関係部分

のみ）でございますが、提案説明は省略い

たします。 

  主な質疑でございますが、繰越明許費の

電算システム改修だが、当初納税通知書の

発送に影響はないのかとの質疑に対し、今

回のシステム改修は令和６年度税制改正に

伴う定額減税対応のための改修ですが、課

税事務に影響のないよう慎重に対応します

との答弁でした。 

  ベテラン職員が退職するということだが

その補充はできているのかとの質疑に対し、

急遽退職ということもありましたが、４月

１日採用ということで採用試験を実施し、

職員の確保を図っているところですとの答

弁でした。 

  ときわ台１丁目の緑地擁壁を改修するこ

とができなくなった理由はとの質疑に対し、

今年度、国の起債対象事業として緑地擁壁

を改修する予定で関係機関と調整を重ねて

きましたが、起債対象とならなかったため

ですとの答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  以上が総務常任建設委員に付託されまし

た６議案の審査の結果でございます。これ

で委員会の報告を終わります。 
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○議長（永並 啓君） 

  次に、福祉教育常任委員会、池田忠史委

員長。 

○福祉教育常任委員会委員長（池田忠史君） 

  令和６年豊能町議会３月定例議会福祉教

育常任委員会の報告をさせていただきます。 

  令和６年３月８日金曜日午前９時30分開

会、午後３時14分閉会です。 

  出席委員は吉田副委員長、寺脇委員、永

谷委員、永並委員、高尾委員、そして委員

長の私、６名であります。委員外出席は中

川副議長です。 

  当委員会に付託された議案は12議案であ

ります。 

  審査の報告をさせていただきます。 

  第８号議案、豊能町介護保険法関係事務

手数料条例改正の件ですが、提案説明は省

略させていただきます。 

  主な質疑ですが、この改正に該当する事

業所は本町に何件あるのか、また、利用者

負担に影響するのかとの質疑に対し、今の

ところはありません、利用者負担には一切

影響はありませんとの答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  第９号議案、豊能町子ども・子育て審議

会条例改正の件ですが、提案説明は省略さ

せていただきます。 

  質疑、討論はなく、採決に移り、挙手全

員で可決されました。 

  第10号議案、豊能町特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業並びに特定子ど

も・子育て支援施設等の運営に関する基準

を定める条例改正の件ですが、提案説明は

省略させていただきます。 

  質疑、討論はなく、採決に移り、挙手全

員で可決されました。 

  第11号議案、豊能町立留守家庭児童育成

室条例改正の件ですが、提案説明は省略を

させていただきます。 

  主な質疑ですが、吉川小学校に育成室の

新設が必要なほどこれまでより人数は増え

る予定なのかとの質疑に対し、令和６年３

月１日時点では午後５時以降の利用者は７

名ですが、４月１日以降は14名になる予定

です。午後５時以降に利用する児童が増え、

車の移動回数が多くなるため開設を判断し

ましたとの答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  第12号議案、豊能町国民健康保険条例改

正の件ですが、提案説明は省略させていた

だきます。 

  主な質疑ですが、保険料が府内統一とな

るが本町の保険料は上がっていくのかとの

質疑に対し、この条例改正で保険料は決定

するものではありませんが、府内統一とな

ると上がるものと考えていますとの答弁で

した。 

  質疑を終結し、討論に移り、１名の委員

から、保険料の上昇に反対し国庫補助の増

加を求めるとの反対討論がありました。 

  採決に移り、挙手多数で可決されました。 

  第13号議案、豊能町介護保険条例改正の

件ですが、提案説明は省略させていただき

ます。 

  主な質疑ですが、第１号介護保険料の余

剰金を積み立てた介護保険基金残高が想定

以上に増えているので、第９期介護保険計

画期間の保険料に基金を２億円取り崩すこ

とにより、令和６年度から令和８年度まで

の保険料を現在より減額としているが、今

後大丈夫なのかとの質疑に対し、今まで今

後の保険料の急激な上昇に備えて基金に積

み立ててきましたが、必要な財源は確保で

きたと思われるため基金取崩しを行う予定

です。今後のことを考慮しましても現時点

が適切であると思われますとの答弁でした。 
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  本町は高齢化率が高く、今後もその状況

が続くと思われるため、基金残高は将来に

向けて維持する必要があると思うがとの質

疑に対し、いろいろな観点からシミュレー

ションをしましたが、現時点からの基金取

崩しが最適であると思われますとの答弁で

した。 

  質疑を終結し、討論に移り、２名の委員

から、コロナ禍もあった、社会は先行き不

透明なために現金を置いておくことが必要

と考え反対する。将来も含めて総合的に考

えるとまだ積立てが必要であると考え反対

するとの反対討論がありました。 

  採決に移り、挙手少数で否決されました。 

  第14号議案、豊能町指定居宅介護支援事

業者の指定並びに指定居宅介護支援等の事

業の人員及び運営に関する基準を定める条

例改正の件ですが、提案説明は省略させて

いただきます。 

  質疑、討論はなく、採決に移り、挙手全

員で可決されました。 

  第17号議案、豊能町奨学金条例を廃止す

る条例ですが、提案説明は省略させていた

だきます。 

  主な質疑ですが、物価高の今、奨学金を

廃止することに対して全く理解できない。

理由はとの質疑に対し、申込人数が直近５

年間で極端に減少し、今年度はゼロ人です。

特定の方への役目を終えていると判断しま

したとの答弁でした。 

  物価高に対して、国の施策も含めいろい

ろ対応しているときに、あまりにも判断が

早過ぎないかとの質疑に対し、国や府、支

援団体の奨学金制度で対応できると思いま

すとの答弁でした。 

  町の奨学金制度のＰＲをほとんど行って

いないと思われる中で、利用が少ないとの

理由は納得できないがとの質疑に対し、積

極的な情報発信は行っていませんが、大阪

府等との連携など必要な体制は整えていま

すとの答弁でした。 

  条例を廃止しなかった場合、何か影響は

あるのかとの質疑に対し、予算の確保と徴

収業務がずっと残りますとの答弁でした。 

  質疑を終結し、討論に移り、３名の委員

から、ほかの子育て支援策も見えない現段

階での廃止は反対する。教育の機会均等法

の理念に基づいて反対する。子育てＰＲし

てから廃止を考えるべきであるとの反対討

論がありました。 

  採決に移り、挙手少数で否決されました。 

  第18号議案、令和５年度豊能町一般会計

補正予算（第10回）の件（関係部分のみ）

ですが、提案説明は省略させていただきま

す。 

  主な質疑ですが、低所得者の子育て世帯

支援給付金給付事業の対象世帯数と、今後

の事業スケジュールはどうなっているのか

との質疑に対し、対象児童数は300人で対象

世帯数は200世帯です。予算が確定すれば４

月以降に通知発送、５月を目標に支給開始

の予定ですとの答弁でした。 

  戸籍事務等窓口事業業務で、戸籍に振り

仮名をつける初期費用は理解するが、その

後費用は発生するのかとの質疑に対し、制

度運用後の費用は発生しませんとの答弁で

した。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  第19号議案、令和５年度豊能町国民健康

保険特別会計事業勘定補正予算（第３回）

の件ですが、提案説明は省略させていただ

きます。 

  質疑、討論はなく、採決に移り、挙手全

員で可決されました。 

  第20号議案、令和５年度豊能町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１回）の件で

すが、提案理由は省略させていただきます。 
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  質疑、討論はなく、採決に移り、挙手全

員で可決されました。 

  第21号議案、令和５年度豊能町介護保険

特別会計事業勘定補正予算（第５回）の件

ですが、提案説明は省略させていただきま

す。 

  主な質疑ですが、前年度繰越金の約9,357

万円は、来年度以降も大体大方これぐらい

が基金に積み上がるものかとの質疑に対し、

確定的なことは言えませんが、令和６年度

に積み立てるときも同程度の積立額になる

と思われます。その後は少し下がってくる

かと思いますとの答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  以上が審査の結果です。 

○議長（永並 啓君） 

  次に、予算特別委員会、永谷幸弘委員長。 

○予算特別委員会委員長（永谷幸弘君） 

  皆さん、こんにちは。 

  それでは御指名をいただきましたので、

令和６年豊能町議会３月定例会議、予算特

別委員会の内容について御報告させていた

だきます。 

  ３月６日の本会議におきまして予算特別

委員会が設置され、私、永谷が委員長に、

そして池田議員が副委員長に選任されまし

た。 

  委員には才脇議員、寺脇議員、管野議員、

高尾議員が、そして正副議長にはオブザー

バーとして御参加をいただき、３月11日、

12日の日程で全員出席のもと、11日午前９

時30分に開会いたしました。 

  付託され審査をいたしました案件は第22

号議案から第27号議案まででございます。 

  第22号議案から順に、主な質疑内容と議

決結果について報告させていただきます。

なお、提案説明については省略させていた

だきます。 

  まず、第22号議案、令和６年度豊能町一

般会計予算の件についてを議題とし、予算

説明資料のページ番号順、所属順で進めま

して、主な歳入についても併せて説明と審

査を行い、最後に討論・採決といたしまし

た。 

  それでは主な質疑、答弁を御報告いたし

ます。 

  まずスマートシティ推進事業でございま

す。 

  ハニタスの今後のスケジュールはとの質

疑に対しまして、実証運行は令和４年度、

５年度ですが、その検証事業を今年の秋以

降に行えるよう進めたいと思いますとの答

弁がございました。 

  また、東地区でのハニタスの実証実験を

行う予定はないのかとの質疑に対しまして、

東地区での予定はなく、路線バスを含めた

既存の公共交通で対応していく予定ですと

の答弁でございました。 

  また、見守りタグの配布が少な過ぎる。

今後の見通しはとの質疑に対しまして、ほ

かのもので対応していたり、周知がきちん

とできていないことなどにより、当初の想

定と大きく乖離している状況です。今後は、

配布する学年の変更や高齢者の見守りにつ

いても検討していきますとの答弁でござい

ました。 

  次に万博推進事業でございます。 

  近隣自治体と共同グッズの作成とあるが、

どのように活用していくのかとの質疑に対

しまして、北摂７市３町共同で万博の機運

を盛り上げるため、北摂版の冊子や特産品

を使った弁当を作るなど、地域に人を呼び

込めるようなものを考えていますとの答弁

でございました。 

  次に住宅流通多様化促進事業でございま

す。 

  町が不動産会社のような仕事をする必要
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があるのか。わざわざ町のホームページか

ら物件を検索する人もいないと思うがとの

質疑に対しまして、子育て世代、若年層の

流出が顕著であり、そういった世代を呼び

込むため、町内のＮＰＯと連携して町の魅

力の発信などを行っていますとの答弁でご

ざいました。 

  次に、協働による魅力発信事業でござい

ます。 

  トヨノノレポーターの自主活動を支援す

るとのことだが、一部の方しか活動されて

いないのではないかとの質疑に対しまして、

発信している人は特定されていることは承

知しております。今年度は活動内容をチラ

シで広報するなど、ＰＲを強化したいと思

いますとの答弁でございました。 

  次に地域の魅力創出事業でございます。 

  地域おこし協力隊は、５年度は新電力会

社と協働で仕事をするということだったが、

６年度は違うのかとの質疑に対しまして、

新電力地域の業務に限らず、移住に関する

ことなど柔軟に覚えてもらいたいと思いま

すとの答弁でございました。 

  町内にもすばらしい人材がいて、そうい

った方々に補助していく方が町の魅力を発

信できるのではないかとの質疑に対しまし

て、町内で活動されてる方にプラスして町

外からの隊員に自分の特技や強みを活かし

地域といろいろな関係をつくり、新しいこ

とを発信していただきたいと思っています

との答弁でございました。 

  地域活性化起業人として民間企業の社員

の受入れとあるが、町職員として雇用する

のか。またどういった活動をされるのかと

の質疑に対しまして、町職員として雇用す

るのではありません。企業に籍を置いたま

ま開庁日の半分以上を町内で活動していた

だくことになります。現在妙見口駅前の活

性化などに地域の方とともに活動いただく

ことをイメージしていますとの答弁でござ

いました。 

  次にふるさと寄附促進事業でございます。 

  ふるさと寄附を増やすための施策はとの

質疑に対しまして、体験型のものなどの充

実を図ります。また地域産業の育成につな

がるように、魅力ある商品を事業者と連携

して探したいと思います。ＰＲとしては、

パンフレットの作成や新聞広告などを考え

ていますとの答弁でございました。 

  続きまして、障害児通所支援事業でござ

います。 

  扶助費が増額となっているが、その要因

はとの質疑に対しまして、この事業のうち

就学前の児童発達支援の利用者数が今年度

非常に増えてきていますので、扶助費を増

額していますとの答弁でございました。 

  続きまして子ども医療費助成事業でござ

います。 

  令和５年度に所得制限を外したことでこ

んなに増えるものなのかとの質疑に対しま

して、増え幅としては扶助費が約800万円と

見込んでおります。うち所得制限撤廃によ

るものが500万円、その他については300万

円で、恐らくコロナ禍における受診控えの

反動が出ていると分析していますとの答弁

でございました。 

  続きまして在宅高齢者支援事業でござい

ます。 

  「おでかけくん」は対応が親切で、予約

もわかりやすく評判がよい。今後増やすつ

もりはないのかとの質疑に対しまして、登

録者数も伸びており、要支援の認定者が多

いのも事実でございます。制度の見直しや、

ハニタスＡＩオンデマンド交通とのすみ分

けなども考えたいと思いますとの答弁でご

ざいました。 

  続きまして、老人クラブ支援事業でござ

います。 
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  老人クラブ連合会に加入していない老人

クラブにも支援は必要ではないかとの質疑

に対しまして、補助金は老人クラブ連合会

を通じて加入している各老人クラブに渡っ

ています。現時点では未加入の老人クラブ

への補助はありませんが、引き続き地元の

方々と話合いを続け検討していきますとの

答弁でございました。 

  次にスマートシティ推進事業でございま

す。 

  ウエアラブルを外してる人が多い中で、

５年度とほぼ同額を計上している。何をす

るのかとの質疑に対しまして、システムの

保守、連携費用、健康測定会の開催費用で

すとの答弁でございました。 

  50人しかつけていないが、ＫＰＩをとる

ために予算が必要ということかとの質疑に

対しまして、利用者数が少ないことは十分

認識していますが、６年度までは検証が必

要ですので予算を計上していますとの答弁

でございました。 

  ７年度以降も事業を続けるとランニング

コストは幾らになるのかとの質疑に対しま

して、システム経費については同じような

額を見込んでいますとの答弁でございまし

た。 

  次に、ため池防災減災事業でございます。 

  通常、ため池の管理は各水利組合等で管

理されているが、今後、ため池を廃止する

際には全て町の予算で工事を行っていくの

かとの質疑に対しまして、今回廃止するた

め池は防災重点農業用ため池に指定されて

おり、災害時に決壊等により周辺に被害が

生じるおそれがあるため、国の補助事業に

採択され町が工事を行うものですとの答弁

でございました。 

  続きまして、建築物管理事業でございま

す。 

  今回の耐震診断補助金の対象は旧耐震基

準だが、今後新耐震基準に対する補助の考

えはとの質疑に対しまして、現在町及び府

の耐震改修促進計画に基づき、府の協力を

得ながら耐震化率の向上を図っています。

新耐震基準の補助については現段階では未

定でございますとの答弁でございました。 

  続いて光風台６丁目緑地災害復旧法面補

修事業でございます。 

  災害復旧後の法面緑化がシカにより荒ら

されているようだが、再度の復旧工事には

国の補助は出ないのかとの質疑に対しまし

て、国の補助金を使って災害復旧していま

すので再度の補助はありませんとの答弁で

ございました。 

  続いてときわ台臨時自転車駐車場整備事

業でございます。 

  旧社協跡地に駐輪場を設置する理由はと

の質疑に対しまして、現在ときわ台駅前の

駐輪場は、時期にもよりますが満車状態と

なっています。今回臨時で旧社協跡地に駐

輪場を設け、必要な駐車台数を調査してい

きますとの答弁でございました。 

  次に、新規就農促進安定支援事業、経営

発展支援事業でございます。 

  新規就農促進安定支援事業と経営発展支

援事業の違いはとの質疑に対しまして、補

助率や上限額などに違いがあります。また

経営発展支援事業は認定新規就農者が対象

ということで、青年就農計画の認定などが

必要となりますとの答弁でございました。 

  続いて地域計画策定業務でございます。 

  地域計画策定事業はどのように進めるの

かとの質疑に対しまして、各地区の農業委

員が取りまとめを行い、原案をもとに地域

の中で協議をしていただき、地域計画を作

成するという流れでございますとの答弁で

ございました。 

  続いて森林整備事業でございます。 

  森林整備事業は民有地を国や町の予算を
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使って整備するということだが、土地の所

有者への対応はどのようにするのかとの質

疑に対しまして、令和３年度に森林整備方

針を立て、優先順位の高いところから順次

整備をしています。財源については森林環

境譲与税を活用し、個人負担は求めないこ

ととしていますとの答弁でございました。 

  次に教育総務課、義務教育課、こども育

成課、生涯学習課でございます。 

  まず初めに高校生通学費補助事業でござ

います。 

  高校生通学費補助の内訳と申請方法はと

の質疑に対しまして、西地区の生徒には年

間２万円、東地区の生徒には年間３万円の

補助となり、申請には原則在学証明書と定

期券の提出を考えていますとの答弁でござ

いました。 

  小中一貫校施設整備事業でございます。 

  小中一貫校施設整備事業の今年度予算に

は西地区分しか入っていないとのことだが、

東地区は幾らかかるのかとの質疑に対して、

東地区については現在小学校も含め検討中

で、今回予算措置はしていません。過去の

資料では令和７年度に予定していた工事で

２億2,928万5,000円としていますとの答弁

でございました。 

  また、吉川中学校は野球の試合ができな

い運動場になるのかとの質疑に対しまして、

吉川中学校の運動場は住宅地の真ん中にあ

り、ネットを越えると住宅地に飛び込んで

いく危険性があります。試合する場合は小

学校用地の活用などを考えていますとの答

弁でございました。 

  続いて奨学資金貸与事業でございます。 

  条例廃止の議案が提出されているにも関

わらず、今回予算が計上されているのはな

ぜかとの質疑に対しまして、今年度計上し

ているのは現在在学中の方への支援金を計

上していますとの答弁でございました。 

  また、滞納者への対応をどうしているの

か。差押え等も必要ではないのかとの質疑

に対しまして、現在、直接訪問するなど話

をしていますが、今後顧問弁護士に相談す

るなど差押え等も含めた対応も検討してい

きますとの答弁でございました。 

  続いてことばの力向上推進事業でござい

ます。 

  ウェブアプリを利用した英語学習とはど

のようなものか。また、今後はタブレット

を持ち帰り家で使えるということかとの質

疑に対しまして、ウェブアプリ学習ツール

をタブレットに入れ、生徒が声に出して読

み上げることで英語力を高めていくもので

す。現在タブレットの取扱いは学校ごとに

異なっておりますが、今後教育委員会で検

討していきますとの答弁でございました。 

  続いて保育士派遣事業でございます。 

  本町は常に保育士不足だが、近隣市に比

べ時給が低いことも要因ではないのかとの

質疑に対しまして、全国的に保育士が不足

している状況です。時給は財政状況等から

設定したものです。ほかに通勤に関する問

題も影響していると思います。募集の方法

等も考え、保育士の確保に努めていきたい

と考えていますとの答弁でございました。 

  以上で質疑を終結し、討論に移り、２名

の委員から、吉川中学校の運動場は野球が

できるようにすべき。また、スマートシテ

ィ事業の必要性を感じられず、寄附金が入

金されないままになっている。住民の理解

が得られないことから反対するとの反対討

論がございました。 

  採決に移り、挙手少数により否決されま

した。 

  次に第23号議案、令和６年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定予算の件につい

て、主な質疑、答弁を御報告いたします。 

  まず国民健康保険事務事業でございます。 
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  被保険者数が減少した要因はとの質疑に

対しまして、後期高齢者医療への移行が毎

月30人から50人程度あること、さらに令和

４年10月から拡大された社会保険への適用

拡大により移行される方も一定数あるとこ

ろによりますとの答弁でございました。 

  国民健康保険事務事業のシステム改修は

保険料の改正に関わるものかとの質疑に対

しまして、保険料に関することではなく、

令和６年12月末に健康保険証が廃止される

ことに伴う資格確認書などの発行に伴うシ

ステム改修費用ですとの答弁でございまし

た。 

  続いて出産育児一時金給付事業でござい

ます。 

  出産育児一時金給付事業は昨年度よりも

250万円減となっているが、その要因はとの

質疑に対しまして、直近の出産数を勘案し

令和６年度は３人を見込んでいますとの答

弁でございました。 

  以上で質疑を終結し、討論に移り、１名

の委員から、年金生活者が増えている中で、

年金が減り国民健康保険料は上がるという

ような大阪府の統一制度によって逆に影響

を受けてきている。高齢者に負担がかかる

この国民健康保険料は新たな負担となって

くるため反対するとの反対討論がございま

した。 

  採決に移り、挙手多数により原案のとお

り可決されました。 

○議長（永並 啓君） 

  この際、暫時休憩します。 

（午後１時38分 休憩） 

（午後１時39分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

○予算特別委員会委員長（永谷幸弘君） 

  次に第24号議案、令和６年度豊能町国民

健康保険特別会計診療所施設勘定予算の件

について、主な質疑、答弁を御紹介いたし

ます。 

  診療所管理運営事業でございます。 

  診療所管理運営事業が減額となっている

理由はとの質疑に対しまして、コロナワク

チン接種に関わる業務委託料の収入減によ

り、消費税納付のための公課費を減額した

ためですとの答弁でございました。 

  次に医療機材管理事業、医薬品管理事業

でございます。 

  医療機材管理事業、医薬品管理事業がそ

れぞれ増額になっている理由はとの質疑に

対しまして、医療機器、医療機材管理事業

については歯科技工料の実績によるもので、

医薬品管理事業については薬剤価格の高騰

によるものですとの答弁でございました。 

  以上で質疑を終結し、討論に移り、１名

の委員から、年金が減らされる中、後期高

齢者に対するこの制度については反対する

との反対討論がございました。 

  すみません、違ってますね。 

○議長（永並 啓君） 

  再度、暫時休憩いたします。 

（午後１時40分 休憩） 

（午後１時41分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

○予算特別委員会委員長（永谷幸弘君） 

  以上で質疑を終結し、討論はなく、採決

に移り、挙手全員により原案のとおり可決

されました。 

  次に第25号議案、令和６年度豊能町後期

高齢者医療特別会計予算の件について、主

な質疑、答弁を御報告いたします。 

  まず後期高齢者医療徴収事務事業でござ

います。 

  保険料未納者に対し短期証は発行してい

るのかとの質疑に対しまして、前年度の保

険料の２分の１以上滞納している人につい
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ては短期証の対象となり、納付相談の機会

を設け、本人に交付していますとの答弁で

ございました。 

  未納者に対する督促の方法はどのように

なっているのか、また差押え等の滞納処分

に至ることもあるのかとの質疑に対しまし

て、国民健康保険、介護保険と同時に一斉

に督促状を発送しています。過去には税務

課が行う差押えに参加したことがあります

との答弁でございました。 

  以上で質疑を終結し、討論に移り、１名

の方から、年金が減らされる中、後期高齢

者に対するこの制度については反対すると

の反対討論がございました。 

  採決に移り、挙手多数により原案のとお

り可決されました。 

  次に第26号議案、令和６年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定予算の件について、

主な質疑、答弁を御紹介いたします。 

  まず一般介護予防事業でございます。 

  通いの場は今後広げていく予定はないの

かとの質疑に対しまして、通いの場は現在

５か所あり、広げていきたいと考えていま

すが、コロナ禍により取組が遅れています

との答弁でございました。 

  続いて認知症伴走型相談支援拠点整備事

業でございます。 

  認知症の相談支援拠点はどこにつくられ

るのかとの質疑に対しまして、認知症の方

と常時関わっている専門的な職員がいる事

業所を拠点とさせていただきたいと思いま

すとの答弁でございました。 

  続いて独居高齢者等見守り事業でござい

ます。 

  今回事業再編に至った経緯はとの質疑に

対しまして、これまで町で実施しているひ

とり暮らし高齢者等の緊急通報装置貸与事

業と、社会福祉協議会の緊急時安否確認

（かぎ預かり）事業には共通して地域の協

力員の確保が、高齢化等もあり困難になっ

てきています。また緊急通報装置は電話回

線がＮＴＴ回線しか使えず利用できない方

も増えてきたため整理をするものですとの

答弁でございました。 

  現在、緊急通報装置を利用されている方

にはどのように案内していくのか、また使

用料は幾らかとの質疑に対しまして、現在

利用されている方については利用者本人へ

の案内と併せて事業者のケアマネジャーな

どを通じて御家族にも案内していきたいと

思います。個人の負担は1,000円になります

との答弁でございました。 

  以上で質疑を終結し、討論に移り、１名

の方から、介護保険は３年ごとの見直しに

より改悪が進められ、ケアマネジャーの削

減など関係者の報酬の引下げや利用料の値

上げなども含め、介護保険については反対

とするとの反対討論がありました。 

  採決に移り、挙手多数により原案のとお

り可決されました。 

  次に第27号議案、令和６年度下水道事業

会計予算の件について、主な質疑、答弁を

御報告いたします。 

  まず、上水道の有収水量が減少している

と聞くが、連動して下水道使用量も減って

いるのかとの質疑に対しまして、下水道使

用料も人口減少や節水などの影響で年々減

ってきていますとの答弁でございました。 

  今回の公会計制度の導入により、今後の

管理・修繕計画が立てやすくなるというこ

とかとの質疑に対しまして、ストックマネ

ジメント事業において費用対効果を確認し

ながら計画的に管理していきますとの答弁

でございました。 

  以上で質疑を終結し、討論はなく、採決

に移り、挙手全員で原案のとおり可決され

ました。 

  これで予算特別委員会に付託されました
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第22号議案から第27号議案までの審査は全

て終了し、３月12日午後６時７分に委員会

を閉会いたしました。 

  以上で予算特別委員会の報告を終わりま

す。ありがとうございました。 

○議長（永並 啓君） 

  これより委員長報告に対する質疑を行い

ます。審議がスムーズに行われるというこ

とと、委員会の意思の安定という原則があ

りますので、当該委員会所属の委員各位の

質疑は差し控えていただきますようお願い

申し上げます。 

  初めに、第５号議案から第21号議案まで

の17件に対する質疑を行います。ございま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  次に、第22号議案から第27号議案までの

６件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  次に、第５号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第５号議案「豊能町附属機関に関する条

例改正の件」に対する委員長の報告は、可

決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５号議案は委員長の報告のと

おり可決されました。 

  次に、第６号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第６号議案「豊能町行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特

定個人情報の提供に関する条例改正の件」

に対する委員長の報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第６号議案は委員長の報告のと

おり可決されました。 

  次に、第７号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第７号議案「豊能町会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例改正の件」

に対する委員長の報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第７号議案は委員長の報告のと

おり可決されました。 

  次に、第８号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 
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  第８号議案「豊能町介護保険法関係事務

手数料条例改正の件」に対する委員長の報

告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第８号議案は委員長の報告のと

おり可決されました。 

  次に、第９号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第９号議案「豊能町子ども・子育て審議

会条例改正の件」に対する委員長の報告は、

可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第９号議案は委員長の報告のと

おり可決されました。 

  次に、第10号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第10号議案「豊能町特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業並びに特定子ど

も・子育て支援施設等の運営に関する基準

を定める条例改正の件」に対する委員長の

報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第10号議案は委員長の報告のと

おり可決されました。 

  次に、第11号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第11号議案「豊能町留守家庭児童育成室

条例改正の件」に対する委員長の報告は、

可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第11号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第12号議案に対する討論を行いま

す。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  高尾でございます。 

  第12号議案、国民健康保険条例改正につ

いて反対の討論とさせていただきます。 

  府下で一番高い保険料となっている中で、

今、コロナ禍の物価高騰、そういうもとで

の条例改正は反対いたします。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第12号議案「豊能町国民健康保険条例改
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正の件」に対する委員長の報告は、可決で

あります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（多数起立10：１） 

○議長（永並 啓君） 

  起立多数であります。 

  よって、第12号議案は委員長の報告のと

おり可決されました。 

  ただいま池田忠史議員から、第13号議案

に対する動議がございました。 

  この動議には定数の12分の１以上の発議

が必要です。 

  動議に所定の賛成者がおりますので成立

いたしました。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は午

後２時とさせていただきます。 

（午後１時53分 休憩） 

（午後２時00分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  第13号議案に対し、池田議員からお手元

に配付いたしました修正の動議が提出され

ています。この動議は所定の賛成がありま

すので成立いたしております。したがって

この修正案を本件と併せて議題とし、提出

者の説明を求めます。 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  第13号議案、豊能町介護保険条例改正の

件ですが、上記の議案に対する修正案を別

紙のとおり、地方自治法第115条の３及び豊

能町議会会議規則第13条２項の規定により

提出します。 

  令和６年３月22日提出。 

  豊能町議会議長永並啓様。 

  提出者、豊能町議会議員、池田忠史。 

  第13号議案、豊能町介護保険条例改正の

件に対する修正案です。 

  お手元のタブレットの中に修正案が入っ

ておりますので御確認ください。 

  提案の理由ですけれども、２億円の基金

を利用する予定でしたが、今後を考えると

積み立てるべきと考え、９期については８

期と同様、基準額を月額5,550円に据え置く

ことに修正いたします。 

  以上を提案いたします。 

  御審議いただき御決定いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  これより修正案に対する質疑を行います。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  中川です。 

  ただいま修正案提出されましたですけど

も、元々の原案の説明を理事者側から受け

たときに、今回は先ほどもおっしゃってま

したとおり２億円の基金を取り崩すことに

よって保険料が下がると。しかしながら今

後の推定、先々のことを考えると、３年後

のまた改定の折には大きく保険額、保険料

が上がるという、そのようなシミュレーシ

ョンの結果が説明ございましたけども、今

回下げるんじゃなくて前回レベルという、

そのような形に据え置くいうか、そうする

ことによって３年後の見直しのときの保険

料は原案におけるその上がり方よりも緩や

かになると、そのように考えておったらい

いのでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  中川議員がおっしゃるとおり、原案に比

べますと基準額が少し上がりますので、次

の期に関しましてはちょっとなだらかに上

がると考えます。 

○議長（永並 啓君） 
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  よろしいですか。ほかに質疑ございませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより原案と修正案に対する討論を行

います。 

  反対討論からお願いいたします。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  高尾でございます。 

  第13号議案、介護保険条例改正、介護保

険は３年ごとの見直しによって値上げ、ま

た内容が使いにくい内容へと改正されてい

っております。取り過ぎた保険料は還元す

べきものです。高齢者だけの負担は本来の

介護保険の趣旨から逸脱するものです。よ

って、今、修正案出されましたけれども、

13号議案本体にも反対をいたします。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  すみません。修正案に反対ですか。原案

に賛成ですか。 

○11番（高尾靖子君） 

  修正案反対です。原案も反対なんです。 

  ごめんなさい、修正案反対なんです。 

○議長（永並 啓君） 

  暫時休憩します。 

（午後２時４分 休憩） 

（午後２時５分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  訂正いたします。２億円の減額に、削減

に関して修正案は反対し、原案に賛成いた

します。 

  以上、訂正いたします。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございませんか。 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  第13号議案の原案に対する賛成討論をさ

せていただきます。 

  基金の積立ての経緯ですが、第６期計画

策定時に団塊世代が後期高齢者へ移行する

2025年問題を考慮し、急激な給付の増加に

備えるため余剰金は取り崩さずに積み立て

る方針としました。 

  当初の想定では2025年までに５億円から

６億円と想定していましたが、実際には

2024年度末に９億4,000万円の積立てとなっ

ています。ここで基本的な保険料設定の考

え方として、給付の需要と保険料負担のバ

ランスをとりながら３年ごとに見直しを行

う、これは大原則です。保険料の余剰は給

付の需要が想定より低かった、余ってきた

ということ。バランスをとるためには次期

計画期間で保険料の余剰金をお返しすると

いう今回の13号議案は、保険料と給付のバ

ランス、均衡を保つという観点で大変評価

されることであります。今後の本町におい

ての保険料の急上昇が見込まれるのは2035

年から2040年で、当初想定されていた2025

年より10年遅くそのときがやってきます。

この時期には集中的な基金投入が必要とな

りますが、今回の基金を２億円取り崩して

も十分な積立てが確保できるとされていま

す。第13号議案の保険料額が適切であるこ

と、また２億円を取り崩すことの意義は保

険料の給付が想定ほどに伸びなかったため

余っている保険料を被保険者に返すものと

して、相当額の基金を取り崩すことが適切

であります。給付が伸びなかったのは、主

に新型コロナウイルス感染症の影響が大き

く、その後に続く物価高騰、電気代、ガソ

リン、燃料、灯油燃料などの被保険者を取

り巻く社会の状況は厳しく難しいものとな
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っています。被保険者の保険料の納付意欲

に与える影響も考慮すると、今回の保険料

率の設定は適切であると考えます。 

  以上をもちまして、私は第13号議案の原

案に賛成し、討論とさせていただきます。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございませんか。 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  第13号議案、豊能町介護保険条例改正の

件の修正案に賛成し、原案に対して反対の

立場で討論いたします。 

  介護保険料は介護保険制度が始まった24

年前の2000年度は全国平均で月2,911円でし

たが、急速な高齢化が進む中、現在は6,010

円と２倍以上となり、2040年度には月9,000

円程度になると推計されています。一方保

険料を高齢者とともに支払い、制度を支え

ている40歳から64歳までの現役世代は減少

傾向であり、このままでは財源を確保でき

なくなるおそれがあり、費用を抑制し、制

度を持続可能なものにすることが現在課題

となっております。 

  本町においても介護保険制度の持続可能

性を確保する観点から、今後高齢者人口や

保険給付の増加等に伴う急激な保険料の上

昇を調整する財源として介護保険基金を活

用する必要性を重視する点から、第13号議

案、豊能町介護保険条例改正の修正案に賛

成いたします。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第13号議案、豊能町介護保険条例改正の

件に対する委員長の報告は否決であります。 

  初めに、池田議員から提出されました修

正案について採決いたします。 

  本修正案に賛成の方は起立願います。 

（多数起立７：４） 

○議長（永並 啓君） 

  起立多数であります。 

  よって修正案は可決されました。 

  次に、ただいま修正議決した部分を除く

原案について採決します。 

  修正議決した部分を除く部分について、

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、修正議決した部分を除く部分は

可決されました。 

  次に、第14号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第14号議案、豊能町指定居宅介護支援事

業者の指定並びに指定居宅介護支援等の事

業の人員及び運営に関する基準を定める条

例改正の件に対する委員長の報告は可決で

あります。 

  本件は委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって14号議案は委員長報告のとおり可

決されました。 

  次に、第15号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 
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  第15号議案、豊能町消防団員等公務災害

補償条例改正の件に対する委員長の報告は

可決であります。 

  本件は委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第15号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第16号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第16号議案、豊能町宅地造成等規制法関

係事務手数料条例を廃止する条例に対する

委員長の報告は可決であります。 

  本件は委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第16号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第17号議案に対する討論を行いま

す。 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  ６番・管野英美子でございます。 

  第17号議案、豊能町奨学資金条例を廃止

する条例に対する反対討論をいたします。 

  利用者が減少傾向になり廃止と説明があ

りましたが、広報は、広報とよの３月号、

学校で対象者にお手紙を渡すだけ。広報の

時期も遅過ぎると思います。町のホームペ

ージを検索しても条例も出てきません。こ

の制度があるのか誰もわからない現状では、

利用者が減少するのは当然です。大阪府や

他の支援団体の奨学資金の貸付制度も充実

されてきているのは理解できますが、給付

型には条件や審査があるので、申し込んだ

ら必ず受かるというわけでは残念ながらあ

りません。貸与型奨学資金しか借りられな

いこともあります。町の奨学資金は利息ゼ

ロ、月額大学生２万5,000円、高校生１万

2,000円、身近な有利な奨学資金ではないで

しょうか。また、令和４年度の決算で就学

支援を児童生徒の１割が受けています。こ

の子たちが高校、大学に行くときに利用し

たい制度ではないのでしょうか。この点か

らもこの制度の存続を求めます。滞納の問

題もありますが、借りたものは返す、しっ

かりと取り組んでいただくことを申し添え

ておきます。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  第17号議案に対して賛成の立場で討論し

ます。 

  豊能町奨学資金条例の廃止について、条

例の提案理由は、町が実施する奨学金制度

の利用者が減少傾向にあり、直近では令和

４年度が１名、令和５年度はゼロ名でした。

現在、国、大阪府及び支援団体等による奨

学資金貸付制度があり、奨学資金の貸与を

希望する者の需要に応じた制度が多数整備

されています。例えば日本学生支援機構や

大阪府育英会、大阪府社会福祉協議会が実

施する生活福祉資金貸付制度などがあり、

ほかにもあしなが奨学金など様々な機関か

ら奨学資金制度が提供されております。今

後の奨学金希望者に向けて丁寧に広報し、

ホームページなどでも案内することの取組

をしっかりしていくこととして、賛成とさ

せていただきます。 



 4－20 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  吉田正子です。 

  第17号議案、豊能町奨学資金条例を廃止

する条例について、反対討論をさせていた

だきます。 

  奨学金制度が意味するところは、いろい

ろな事情を持つ家庭の子どもに進学の機会

を与え、生まれ育った環境に左右されず、

世代を超えて貧困が連鎖しない教育政策で

す。教育政策が少しでも怠れば国としても

世界から取り残されます。 

  将来、日本の推進力となり宝となる意欲、

能力のある若い人たちに質の高い教育の機

会を与えることが本町の使命と思います。

また、ＰＲの不足を考え、この理由により

奨学金の廃止に対する反対討論をさせてい

ただきます。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第17号議案、豊能町奨学資金条例を廃止

する条例に対する委員長の報告は否決であ

ります。 

  よって、原案について採決いたします。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

  起立少数であります。 

  廃止に賛成なんですよね。 

  暫時休憩します。 

（午後２時20分 休憩） 

（午後２時21分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  再度説明いたします。 

  第17号議案、豊能町奨学資金条例を廃止

する条例に対する委員長の報告は否決であ

ります。 

  よって、原案について採決いたします。 

  本件は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

（少数起立４：７） 

○議長（永並 啓君） 

  起立少数であります。 

  よって、第17号議案は否決されました。 

  次に、第18号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第18号議案、令和５年度豊能町一般会計

補正予算（第10回）の件に対する委員長の

報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって第18号議案は委員長報告のとおり

可決されました。 

  次に、第19号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第19号議案、令和５年度豊能町国民健康

保険特別会計事業勘定補正予算（第３回）

の件に対する委員長の報告は可決でありま

す。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 
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（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第19号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第20号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第20号議案、令和５年度豊能町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１回）の件に

対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第20号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第21号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第21号議案、令和５年度豊能町介護保険

特別会計事業勘定補正予算（第５回）の件

に対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第21号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  第22号議案、令和６年度豊能町一般会計

予算の件の修正案を提出いたします。 

○議長（永並 啓君） 

  ただいま管野議員から第22号議案に対す

る修正動議がございました。 

  この動議には定数の12分の1以上の発議が

必要です。 

  動議に所定の賛成者がおりますので成立

いたしました。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は２

時40分とさせていただきます。 

（午後２時25分 休憩） 

（午後２時40分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  第22号議案に対し、管野議員から、お手

元に配付いたしました修正の動議が提出さ

れています。 

  この動議は所定の賛成がありますので成

立いたしております。 

  したがってこの修正案を本件と併せて議

題とし、提出者の説明を求めます。 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  ６番・管野です。 

  第22号議案、令和６年度豊能町一般会計

予算の件。 

  上記の議案に対する修正案を別紙のとお

り、地方自治法第115条の３及び豊能町議会

会議規則第13条第２項の規定により提出し

ます。 

  令和６年３月22日提出。 

  豊能町議会議長永並啓様。 

  提出者、豊能町議会議員、管野英美子、

同、秋元美智子。 

  第22号議案、令和６年度豊能町一般会計

予算の件に対する修正案。 

  令和６年度豊能町一般会計予算の一部を

次のように修正する。 



 4－22 

  第１条第１項中「83億5,500万円」を「83

億4,603万円」に改め、同条第２項「第１表

歳入歳出予算」の一部を次のように改める。 

  詳細はＳｉｄｅｂｏｏｋｓ内にも入って

おりますので御確認ください。 

  それでは提案理由の説明をさせていただ

きます。 

  豊能町は深刻な財政状況であります。そ

の中で進める事業については慎重に選ぶ必

要があります。 

  修正する項目は２点あります。 

  １点目は、地域おこし協力隊365万円を削

除するものです。 

  令和４年11月に着任された方の任期は３

年。しかし途中でやめられました。株式会

社能勢・豊能まちづくり業務も行われてい

ました。豊能町はこの方に何を求められた

のでしょう。豊能町の魅力発信には既に花

さんぽ、ＷＥマーケット、トヨノノレポー

ターなど多くの方々がいます。町外の方を

採用するのであれば、現状を伝え、何をし

ていただくのか、もっとビジョンを示して

いただきたい。それからでも遅くはないと

思います。 

  ２点目は、スマートシティ事業のヘルス

ケア469万円を削除するものです。 

  スマートシティ事業には１億 3,518万

1,000円の未収金のこと、また企業主導で進

めたこともあって、住民に本当に役に立つ

ものか大変疑問に思うところです。今予算

には、スマートシティ事業はこのほかにも

モビリティと見守りも入っています。モビ

リティはハニタス運行の検証と、秋にもう

一度実証実験があるとのことで、最初の説

明の昼間の乗車率の低い路線バスに代わる

ものとして検証する必要があると思い、残

します。見守りにつきましては、タグの配

布は令和４年度はたった１個、昨年の補正

予算でこの項目は残したものの、まだ50個

しか配布できていません。早急に残りの200

個を配布し事業を進めること、既にあるミ

マモルメ等の実績も考慮しながら、豊能町

の地域に合った見守り体制をつくってもら

いたいと考えています。 

  さて、削除するヘルスケア469万円ですが、

テレビプッシュは132台配布で91台稼働。41

台は既に電源が抜かれている状態。ウエア

ラブルは300台中247台配布。59台が稼働で

す。外しておられる方は188人もいます。そ

のような残念な状況ではありますがＫＰＩ

は検証しなければなりません。昨年７月に

議会に説明ありました、ＫＰＩ検証のため

の必要な項目は二つ。この二つもアンケー

トをとる、通いの場で検証ができること、

ほかの方法でできることで削除するもので

す。 

  なお、小中一貫施設整備事業、吉川中学

校の改修費用12億9,322万4,000円も、課題

が多く、西地区の公共施設再編と一緒に考

えるべきだと思います。平成35年４月開校

予定だった学校の基本設計を見せていただ

いて、一部複合施設になっていました。今

となってはほかに及ぼす影響も多く、とて

も残念です。 

  修正案の２点は、本当に必要であれば再

度納得のいく計画をつくって出していただ

きたいと考えます。 

  よろしく御審議いただき御決定いただく

ことをお願いします。ありがとうございま

した。 

○議長（永並 啓君） 

  これより修正案に対する質疑を行います。 

  小寺正人議員。質疑ですよ。自席でお願

いします。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 
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  これより原案、修正案に対する討論を行

います。 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ９番・小寺正人でございます。 

  22号に賛成の立場で討論いたします。修

正案には反対の立場でございます。 

  まず、スマートシティ関連事業でござい

ますが、これは令和４年度に大阪府下で唯

一採択されたデジタル田園国家都市構想で

あり、３億9,000万円の事業費が決定されま

した。それに基づいて実証実験が実施され

ました。１億9,500万円の交付金を充て、企

業版ふるさと納税寄附金6,000万円を充て、

そしてコロナ対策の交付金１億5,000万円が

充当されました。このスマートシティ事業

は３年間の実証実験を継承して行い、ＫＰ

Ｉを提出することが条件となっていました。

義務を果たせないときには交付金の返還を

求められる可能性があると何度も説明され

てきました。しかしながら、昨年の７月議

会において、提案された８事業のうち３事

業しか認められず、修正案が可決されまし

た。すると残り５事業は認められないこと

となったために、現在、国、大阪府と協議

が行われていると聞いております。国から

受けた交付金の返還を求められるおそれが

依然として残っているわけです。このよう

な状況の中で令和６年度当初予算案がさら

に削減されるということになるわけです。

修正案ではそういうことになるわけです。

国と大阪府との協議もさらに難しい状況に

追い込まれると想定されるわけです。スマ

ートシティ推進事業は、ＫＰＩの検証は令

和６年度までのあと１年、合計３年間行う

必要があるわけですから、もう１年、取り

あえずはやる義務が残っているわけです。

それをこれ以上のＫＰＩ検証の取組予算を

削減するような行為をやるべきではないと

いう考えでございます。修正案に盛られて

いることでは、さらに豊能町の危機を招く

おそれがあるということです。 

  次に地域おこし協力隊関連予算について

でございますが、この制度の概要について

は都市地域から過疎地域帯の条件が不利と

なっている地域に住民票を移動して、生活

の拠点を移したものを地方公共団体が地域

おこし協力隊員として委嘱し、隊員は一定

期間地域に居住し、地域ブランドや地場産

業の開発、販売ＰＲ等の地域おこしの支援

や、農林水産業の従事、住民生活の支援な

ど地域協力活動を行いながら、その地域へ

の定着、定住をおおむね１年から３年行う

というものであります。令和４年度とりま

すと、全国の地域おこし協力隊の隊員数が

全国で6,447人おります。多くの隊員が都会

から過疎地の地域などに移り住んで、地域

の活性化や魅力づくりに取り組んでいる状

態です。この地域おこし協力隊員に要する

経費としては、国が100％の措置を行う支援

制度があり、隊員１名当たり480万円を上限

として特別交付税措置があります。本町で

は、人口減少による財政規模の縮小などに

より町の職員数が減り、マンパワーの不足

が懸念されている中、国の支援制度をうま

く活用し、地域おこし協力隊が本町に移

住・定住し、町のにぎわいや魅力づくり、

地域の生活の支援など、一翼を担ってもら

えるように取り組むことも必要と考えます。

よって、地域おこし協力隊員の予算の削減

する修正案には反対であります。 

  以上をもって22号議案、原案賛成の立場

で討論いたしました。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 
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  第22号議案、令和６年度豊能町一般会計

予算の件の修正案に賛成の立場で、そして

原案に反対の立場で討論いたします。 

  令和４年から始まったデジタル田園都市

国家構想推進交付金事業の８事業は、令和

５年、６年にかけてＫＰＩの収集に努力さ

れていますが、おわかりのとおり、例えば

ヘルスケアについては現状は大変厳しい状

況でございます。また、私が期待しており

ました見守りについても、当初の１件から

50件まで推進されておりますが、目標の250

までは厳しい現状が続いております。令和

６年３月定例会議、予算特別委員会での松

本理事の答弁で、周知がきちんとできてい

ないことなどにより当初の想定と大きく乖

離している状況です。今後は配布する学年

の変更や高齢者の見守りについても検討し

ていきますとありました。この答弁を真剣

に捉えて、そして実行にしていただくこと

を強く要望して、修正案に賛成いたします。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  高尾靖子でございます。 

  第22号議案、令和６年度豊能町一般会計

予算の件で、修正案また原案に反対する立

場で討論をいたします。 

  修正案には賛同できる案でもありますが、

また、令和６年度予算は物価高騰の中、交

付金を活用し、住民への新規補助事業は評

価したいと思います。 

  スマートシティ事業では、町に一切負担

がない、「私が責任を取ります」と議会に

明言した前町長ですが、財源の半分を占め

る企業版ふるさと寄附金未納分１億3,518万

1,000円を町が立て替えています。この問題

では、住民監査請求が行われていることに

関し、責任の所在を明らかにし、町財政を

健全化していくべきであります。 

  公共施設再編計画については、東西地区

ともに住んでよかったと言える安全で充実

した整備、配置を求めます。 

  小中一貫教育の課題では、学業とともに

のびのびとクラブ活動に挑戦できる場の確

保を強く求めます。 

  維新府政による万博推進事業が計上され

ていますが、会場建設費は8,390億円に上り、

府民の負担に大きくのしかかっています。

そして万博会場の夢洲は有害物質を含み、

台風や南海トラフ地震が来れば土壌沈下、

地盤液状化、災害時の避難計画もありませ

ん。半年のイベントのトイレ設置に10億円

とも言われています。税金を湯水のように

使う問題だらけの事業です。カジノ誘致の

計画もされています。危険がいっぱいの夢

洲に小中学生を引率する計画は中止を求め

ます。人工島の夢洲での万博は中止するよ

う強く求めるものです。 

  地域公共交通については、先日公共交通

会議の中で話題提供がありました。行政、

事業者、住民が必要性、有効性に応じた運

営として、福祉、まちづくり、環境等、長

期的に踏まえた三者一体の地域公共交通の

促進が重要と述べています。地域内では無

料で走らせる運行を求めていきます。 

  農業振興の課題では、新規就農者の技術

向上や経営指導に当たる普及指導員が果た

す役割が大きいと思います。農業の担い手

確保へ普及指導員を増やしていく必要があ

ると思います。新規就農者の定着と事業拡

大につながる支援を強く求めます。 

  前進面もありますが、以上の理由により

第22号議案、原案また修正案に反対し、討

論といたします。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

  秋元美智子議員。 
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○10番（秋元美智子君） 

  修正案に賛成の立場から討論させていた

だきます。 

  地域おこし協力隊は、先ほど小寺議員の

ほうからもお話ありましたように、都市の

地域から過疎地域等の条件不利地域に住民

票を移し、地域ブランドや地場産の開発、

販売、ＰＲ業の地域おこしの支援や農林水

産業の従事、住民支援などの地域協力活動

を行いながら、その地域への定着・定住を

図る総務省の取組です。地域おこし協力隊

そのものには反対はいたしません。また、

この地域おこし協力隊によって全国ではそ

れなりの成果を上げている自治体も多々あ

ります。ただ豊能町の場合はその導入に向

けて、説明書の中で、地域おこし協力隊の

活動を支援し、様々なコミュニティや活動

団体との連携と地域活動の核となる人材の

発掘、育成に向けた支援を行うとなってお

ります。これでは何のことかわからないし、

前年もやはり曖昧なままにこの地域おこし

協力隊からお見えになった方は途中で帰ら

れてます。よそへ移られてます。そういう

ことから含めまして、今回、なぜ町は地域

おこし協力隊を導入しようとしているのか。

しっかりとした方針を持っていただきたい

という思いでこの削除には賛成させていた

だきます。 

  また、スマートシティのヘルスケアです

けれども、まずスマートシティ事業そのも

のが非常に問題を抱えてます。なぜ今回こ

のようなとこまで削らなくちゃいけないか。

それはもう十分御存じのように、ふるさと

寄附金が入ってこない。未収金になったま

まだからです。そういう意味も含めまして

議会としては、私個人としても、やはりで

きる限り行政のほうに迷惑かけたくないと

いうことと、ヘルスケアに関しましては他

の方法でＫＰＩをする方法がありますので、

ぜひそちらのほうで取り組んでいただきた

いということから、この削除にも賛成させ

ていただきます。 

  なお、西地域の義務教育学校は令和８年

度を目指してこれから吉川中学校の改修工

事が始まるところです。この義務教育学校

につきましては、５年前に町より１小１中、

また保健センター、図書館、それと認定こ

ども園を組み込んだ複合施設の新築計画が

出されてました。まず第一に何を大事にし

たかっていうと、子どもたちの教育が第一

の計画でした。しかし４年前に、これは前

町長によって変わりました。２小２中、な

おかつ既存の学校施設を利用するという形

になりました。前町長のほうは既存の施設、

学校を利用するということに関しては、要

するに既存の施設を潰したくないと。だか

ら学校も改修すると。それはそれなりのお

考えでしたからそのときはあんまり言いま

せんでしたけど、その後に今度は既存の既

設のものを公共施設再編の中で変えようと

してました。ですから御自身の既存の施設

を潰さないというお考えと考えが違ったも

のですから、もう一遍複合施設を考えてい

ただきたい。新築を考えていただきたい。

なおかつそのほうが町の今後の、これから

いろいろなことに携わる職員の方たちの負

担、仕事のやりやすさが出てくるんじゃな

いかっていうことと、あのまち一帯、地域

一帯に豊能町の活性化に向けたそういった

まちづくりができるんじゃないかという思

いで、何回もこの場で質問させていただき

ました。 

  今回、予算につきましては学校教育、子

どもたちの教育は充実、まずそれが大事だ

ということでもう認めざるを得ないんです

けれども、この１年間振り返ってみて町の

職員の方には本当にこの複合施設とそれか

ら現在の改良工事と、どちらが光風台の継
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続も含めていろいろ検討していただきまし

た。質問のたびにそのお返事をいただきま

した。非常にありがとうございます。お礼

を申し上げます。それで、もう少し時間が

あればその内容をさらに充実して煮詰める

ことができたんじゃないかなと思いますと、

つくづくと失われた４年間が残念でなりま

せん。このことを申し上げまして、私は修

正案に賛成とさせていただきます。よろし

くお願いします。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第22号議案、令和６年度豊能町一般会計

予算の件に対する委員長の報告は否決であ

ります。 

  初めに、管野議員ほか１名から提出され

ました修正案について採決いたします。本

修正案に賛成の方は起立願います。 

（多数起立６：５） 

○議長（永並 啓君） 

  起立多数であります。 

  よって修正案は可決されました。 

  次に、ただいま修正議決した部分を除く

原案について採決いたします。 

  修正議決した部分を除く部分について、

賛成の方は起立願います。 

（多数起立10：１） 

○議長（永並 啓君） 

  起立多数であります。 

  よって、修正議決した部分を除く部分は

可決されました。 

  続きまして、次に第23号議案に対する討

論を行います。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  高尾靖子でございます。 

  第23号議案、令和６年度豊能町国民健康

保険特別会計事業勘定予算の件、反対の立

場で討論を行います。 

  被保険者の高齢化や医療費水準の高さな

ど、国民健康保険制度の持つ構造的な課題

を解決し、持続可能な医療保険制度構築の

ため、平成30年度に国民健康保険が広域化

され６年になります。府内統一基準に合わ

せる取組を着実に進めていますが、国民健

康保険の取り巻く環境は、団塊の世代の後

期高齢者医療制度への移行により、被保険

者数の減少と高齢化に医療費水準の上昇に

より厳しい運営が見込まれます。 

  町は府下一高い保険料となっている。国

は、社会保険の保障の歳出削減で少子化対

策に充てる方針です。大軍拡にメスを入れ

ず、少子化対策の追加財源に社会保障削減

など、国民の負担増に頼るものです。よっ

て23号議案に反対の討論といたします。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第23号議案、令和６年度豊能町国民健康

保険特別会計事業勘定予算の件に対する委

員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立10：１） 

○議長（永並 啓君） 

  起立多数であります。 

  よって、第23号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第24号議案に対する討論を行いま
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す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第24号議案、令和６年度豊能町国民健康

保険特別会計診療所施設勘定予算の件に対

する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第24号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第25号議案に対する討論を行いま

す。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  高尾靖子でございます。 

  第25号議案、令和６年度後期高齢者医療

特別会計予算の件で反対の討論をいたしま

す。 

  2006年度の医療保険法改悪で創設された

後期高齢者医療制度は、75歳以上の高齢者

を後期高齢者とし、74歳以下の人と切り離

し、都道府県などでつくる広域連合が運営

する別枠の医療保険に強制的に加入させ、

負担増と差別医療を押しつけるものとなっ

ています。２年ごとの保険料値上げが実施

されており、令和２年、令和３年度の値上

げされています。後期高齢者の８割の人が

年金から天引きされる特別徴収です。年金

が減らされている中、払えず滞納になって

いると聞きます。高齢者いじめの制度は廃

止し、お金の心配なく医療にかかれる制度

への転換を強く求め、反対の討論といたし

ます。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第25号議案、令和６年度豊能町後期高齢

者医療特別会計予算の件に対する委員長の

報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立10：１） 

○議長（永並 啓君） 

  起立多数であります。 

  よって、第25号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第26号議案に対する討論を行いま

す。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  高尾靖子です。 

  第26号議案、令和６年度豊能町介護保険

特別会計事業勘定予算の件、反対の討論と

いたします。 

  介護保険の利用料は2000年の制度発足か

ら１割負担が原則でした。しかし2015年に

一定所得以上の人は２割負担とされ、2018

年には３割負担も導入されました。厚労省

は余裕ある人が対象になると負担増が正当

化されましたが、実際は負担が増えて介護

サービスを削ったり、施設から退所したり

した人は少なくありません。利用抑制に拍

車をかける負担で、負担増は許せません。

認知症などは専門家の初期段階での気づき

や初期の対応が進行を抑えることになりま

す。要介護１・２の訪問通所介護の保険外

しは介護状態を悪化させる高齢者を増やし、

かえって介護給付費は拡張されることにな

ります。物価高騰に住民生活が苦しい今、

基金を２億円取り崩したことは評価いたし
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ます。もらい過ぎた保険料は、またたまっ

た基金は、本来、還元すべきものでありま

す。 

  以上で反対の討論といたします。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第26号議案、令和６年度豊能町介護保険

特別会計事業勘定予算の件に対する委員長

の報告は可決であります。 

  本件は委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

（多数起立10：１） 

○議長（永並 啓君） 

  起立多数であります。 

  よって第26号議案は委員長報告のとおり

可決されました。 

  次に、第27号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第27号議案、令和６年度豊能町下水道事

業会計予算の件に対する委員長の報告は可

決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって第27号議案は委員長報告のとおり

可決されました。 

  日程第２「第28号議案 豊能町教育長の

任命につき同意を求めることについて」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  それでは、第28号議案、豊能町教育長の

任命につき同意を求めることについてを御

説明申し上げます。 

  本件につきましては、本町教育長として

御尽力をいただいております森田雅彦氏の

任期が令和６年３月31日に満了となること

に伴い、その後任として板倉忠氏を本町教

育長に任命いたしたく存じますので、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条第１項の規定により、議会の同意を求め

るものでございます。 

  任期は令和６年４月１日から令和９年３

月31日までの３年間でございます。 

  よろしく御審議をいただきまして御同意

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（永並 啓君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は原案のとおり同意することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第28号議案は原案のとおり同意

することに決定しました。 

  日程第３「第29号議案 豊能町特別職の

職員の給与に関する条例改正の件」を議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 
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  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  それでは、第29号議案、豊能町特別職の

職員の給与に関する条例改正の件につきま

して御説明申し上げます。 

  議案書追加分の４ページから５ページ並

びに条例の概要資料、新旧対照表を併せて

御覧ください。 

  本件は財政健全化の一環としまして、改

正後の附則第27項におきまして、教育長の

給料の月額を令和６年４月１日から現町長

の任期中であります令和９年３月２日まで

の間、10％減額するものでございます。こ

れにより教育長の給料月額は65万円から６

万5,000円を減じた58万5,000円となるもの

でございます。 

  なお、教育長の減額による効果額は、地

域手当や期末手当を含め、年間では約115万

円の減額となり、任期中の３年間では約345

万円の減額となります。 

  附則といたしまして、この条例は公布の

日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いいた

します。 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第29号議案は原案のとおり決することに

賛成の方は起立願います。 

  起立全員であります。 

  よって、第29号議案は原案のとおり可決

されました。 

  ここで暫時休憩いたします。再開は３時

40分といたします。 

（午後３時20分 休憩） 

（午後３時44分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第４「第１号議会議案 豊能町議会

議員の請負の状況の公表に関する条例制定

の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  ただいま議長に御指名をいただきました

中川でございます。 

  そうしましたら、第１号議会議案の提案

説明をさせていただきます。 

  豊能町議会議員の請負の状況の公表に関

する条例制定の件でございます。 

  令和４年12月10日に成立いたしました地

方自治法の一部を改正する法律により、議

会の議員に係る請負に関する規制の明確化

及び緩和がなされました。このことに伴い、

豊能町議会議員の豊能町に対する請負の状

況を公表すること等により請負の状況の透

明性を確保し、もって議会の運営の公正及

び事務の執行の適正を図るため条例を制定

するものでございます。 

  以上、甚だ簡単ではございますが第１号

議会議案の提案理由の説明とさせていただ

きます。 

  議員各位におかれましては、よろしく御

審議いただき御賛同を賜りますようよろし

くお願いを申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 
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  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第１号議会議案は原案のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって第１号議会議案は原案のとおり可

決されました。 

  日程第５「第２号議会議案 豊能町議会

委員会条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  中川でございます。 

  第２号議会議案、豊能町議会委員会条例

改正の件につきまして提案説明をさせてい

ただきます。 

  令和２年４月の総務省通知において新型

コロナウイルス感染症の蔓延防止等の観点

から条例等を改正するなど、一定の条件の

もとオンラインを活用した委員会を開催す

ることが可能との見解が示されました。こ

のことから、新型コロナウイルス感染症だ

けでなく重大な感染症の蔓延または大規模

災害等の発生の際、委員会の開催を停滞さ

せることなくオンラインを活用した委員会

を開催することができるよう、出席の特例

を定めるなどの改正を行うものでございま

す。 

  以上、甚だ簡単ではございますが第２号

議会議案の提案理由の説明とさせていただ

きます。 

  議員各位におかれましては、よろしく御

審議いただき御賛同賜りますようよろしく

お願いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第２号議会議案は原案のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって第２号議会議案は原案のとおり可

決されました。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は15

時55分といたします。 

（午後３時48分 休憩） 

（午後３時55分 再開） 

○副議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、日程第６「福祉教育常任委員会所

管事務調査の報告について」を求めます。 

  池田忠史委員長。 

○福祉教育常任委員会委員長（池田忠史君） 

  議長より許可をいただきましたので、福

祉教育常任委員会所管事務調査報告につい

て報告させていただきます。 

  まず日時ですけれども、令和６年の２月

１日から２日の２日間。 

  場所は山口県山陽小野田市、広島県の尾

道市に行ってまいりました。 

  参加者は福祉教育常任委員会委員６名、

吉田副委員長、寺脇委員、永谷委員、永並

議長、高尾委員、私の６名と、事務局から

浜本事務局長の合計７名で行ってまいりま
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した。 

  目的ですけれども、本町は令和８年度に

東西それぞれ１校ずつの小中一貫義務教育

学校の開校を予定しています。開校に当た

り様々な課題があります。また、少子高齢

化が進み高齢化率が約50％となっており、

今後の在宅介護についての課題もたくさん

あります。そのため、地域と連携している

小中一貫校や地域包括支援センターの活動

事例を学び、今後本町での参考としていく

ため所管事務調査を行いました。 

  まず令和６年２月１日、山陽小野田市の

小中一貫校ですが、山陽小野田市側からは

教育委員会から１名、議会事務局から２名、

小中学校の校長さんが１名の４名の出席者

でした。 

  まず山陽小野田市は、小学校11校、中学

校６校ありますが、そのうち小中一貫校と

なっているところは２校あります。今回は

その２校のうちの１校である埴生小中学校

へ視察に行ってまいりました。 

  埴生小中学校は令和２年の４月に埴生小

学校と埴生中学校が施設一体型の小中一貫

校として開校し、さらに令和４年の４月に

は同区内にあった小規模校の津布田小学校

とも合併しまして、現在の小中一貫校とな

っております。 

  埴生小中一貫校の概要ですけれども、校

舎は埴生中学校があった場所に中学校舎は

そのままに、その前に小学校の校舎を新設

されていました。児童生徒数は小学校で178

名、中学校で87名、中学２年生が２クラス

でしたが、ほか小学１年から中学３年生ま

で各１クラスで、１クラス約30人前後の人

数のクラスとなっておりました。 

  義務教育学校ではないため、中学校の教

員の中で小学校の教員免許を持っている方

が乗入授業という形で、小学校のほうで一

部授業を行っておられました。 

  また、教育課程については４・３・２制

を採用しておられまして、未来をつくる子

どもたちを生育するためということで、前

期は基礎の定着期、中期は充実期、後期は

発展期として各段階に応じた教育をされて

おりました。 

  地域教育についても、ＴＨＥ埴生学とい

う、これはＴは津布田小学校のＴ、Ｈは埴

生小中学校のＨ、Ｅはエボリューション、

改革進化という意味でエボリューションと

いうことと、埴生学のハブは、ハブ空港と

かでもありますけどハブという中心という

意味と埴生を掛け合わせた分でＴＨＥ埴生

学という地域ブランドづくり学習をされて

おりまして、その中で大きな三つのテーマ

として、ふるさと発見学習と起業体験学習、

防災学習というので学習をされておりまし

た。 

  主な意見交換ですけれども、小中一貫校

を取り入れた結果どのような効果があった

のかという質問をさせていただいたんです

が、児童生徒については周囲を見る目が育

ち、参考になる行動を確認しながら、より

よく進むための選択ができるようになった

そうです。教員、教職員については、小中

乗入授業などにより、小学校までの進度確

認や中学校での成長確認ができるようにな

り、また成長と課題の確認ができ教師のや

りがいにつながったということです。また

小中一貫カリキュラムや学校地域連携カリ

キュラムなど、９か年での地域の子どもの

成長を見守る体制が常に小中合同でできる

ということがメリットだということでした。

地域の方にとっても、小中に分かれること

なく同一か所で連携活動ができるというこ

とがよかったということです。 

  ほかにも、中１ギャップが少なくなると

言われているがどのような状況でしたかと

いう質問に、小中乗入授業を採用し、小学
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校では高学年で中学校の先生による授業を

体験することもでき、さらに中学生ととも

に活動することを経験するため、中１ギャ

ップはほとんど見られないそうです。 

  教育方針になじめなかったり友達と合わ

なかったりした場合どのような対応をして

いるのかという質問には、一旦駄目となる

と回復は難しい。これはどこでもそうだそ

うです。ただし、小中一貫校のメリットを

活かして情報共有をして、小中で密に連絡

をとっていますということでした。 

  ほかにも、生徒児童の人数が増えたこと

で災害時の対応に変化はあったのか。また

地域の自主防衛組織との連携はという質問

に対しても、本年度は地震津波を想定して

２次避難、避難まで行う小中合同訓練を実

施しました。特に、２次避難を行う際には

小学校低学年と中学生が手をつないで移動

をしましたということです。また地域とは

密接な関係にあるため、自主防衛組織と連

携をとって地域の合同避難訓練などにも参

加しているということでした。 

  小中一貫校の導入に当たり大変だったこ

と、新しい取組やよかったことはいうこと

で質問をさせていただいたんですが、まず

大変だったこととしては、小中一貫校スタ

ートした直後にコロナ禍となり、小中一貫

校のメリットをうまく活用できなかったと

いうことです。あと、バス通学の小学生が

いるため、バスの時刻表と学校の時程を合

わせられないっていうことがちょっと大変

だったとおっしゃっておられました。 

  新しい取組や、よかったことは何でした

かということに関しては、４・３・２制の

導入で小中連携のよさを確認できました。

またハーブねっと農園、これは地域学習の

中に組み込まれておりまして、自分たちの

学校の近くに農地を借りまして、そちらの

ほうで米作りをされていたんですけれども、

６次産業化の取組を小中合同で行い、もち

米作りからそのもち米を製品化して販売ま

でをすることができました。地域からのニ

ーズに柔軟に対応できるようになりました。

地域のほうから要望があって小学生や中学

生が文化祭とかお祭りに出演したり、ＰＴ

Ａの協力とかいろいろなことができました

ということでした。受皿が一つになったと

いうことで、地域も学校も対応しやすくな

ったということです。 

  続きまして令和６年２月の２日、尾道市

のほうの西部地域包括支援センターのほう

に行ってまいりました。 

  西部地域包括支援センターからは４名の

出席者がありました。 

  尾道市は国の地域包括ケアシステム事業

を始める際に参考にされた地で、地域包括

ケアシステム発祥の地としても有名です。

また、地域の開業医や医師会と連携した活

動は尾道方式と呼ばれていて、これも有名

です。 

  尾道市は７圏域、七つの地域に分かれて

まして、山間部と人口密集地域と島しょ部、

島がたくさんありますので三つ、大きくは

７地域を大きくさらに大きく三つに分けた

上で、地域包括ケアシステムが行われてお

りました。 

  尾道市の高齢者の状況を少し報告します

と、７圏域ありまして、その中で因島の圏

域が高齢者数は一番大きく、瀬戸田圏域と

いうところが高齢化率は最大で47％。また

介護の認定率は中央の圏域で24.2％となっ

ているそうです。 

  また高齢者の世帯数は因島圏域が最も多

く、一般世帯数に占める高齢者世帯数の割

合は瀬戸田圏域が一番多く、高齢者のひと

り暮らしの世帯は中央圏域が最も多くなっ

ていっているそうです。それぞれ、今、先

ほど申し上げたとおり、三つの地域包括ケ
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アシステムがありまして、それぞれ地域の

特性を踏まえた地域包括支援システムとし

て、山間部におきましては公立のみつぎ総

合病院を中心に、急性期医療からリハビリ、

療養、緩和ケア、さらに介護まであらゆる

状況に応じた医療等が提供されておりまし

て、シームレスな医療介護連携によりまし

て介護サービスが提供される体制が整備さ

れていました。中央部には、尾道医師会を

中心に、中核病院の支援のもと、かかりつ

け医機能を核とした介護、在宅医療の地域

連携、多職種協働による地域の一体的なケ

アマネジメントシステムが構築されていま

した。また、地域の福祉の担い手である地

域の関係団体と一丸となって、予防から医

療介護まで地域ケア体制の構築に取り組ん

でおられました。 

  平成28年にはそれらの３地区に関して全

体でさらなる地域包括ケアシステムの深化

を図るために、医師会、歯科医師会、薬剤

師会、それから介護事業所、介護施設、社

会福祉協議会などで構成された尾道市地域

包括ケア連携協議会が設立されて、地域包

括支援システムの構築、在宅医療、介護連

携について検討を推進されています。 

  今回訪問した西部地域包括支援センター

では、地域包括支援センターを含めて、介

護、居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、

訪問入浴介護事業所、通所介護事業所の事

業を実施しておられました。市内７圏域に

ある中で人口が２万6,570人と最も多く、高

齢化率は32.2％となっています。 

  令和４年度の活動実績としましては、総

合相談が2,857件、高齢者の虐待の対応が

142件、介護支援専門員の支援が87件、介護

予防ケアマネジメントが4,891件等を行って

おられました。 

  職員は正職24名、嘱託15名、パート41名

の計80名で、平均年齢は64歳、最高齢では

78歳の方がまだ働いておられるということ

でした。 

  フレイル予防で人の交流、オレンジカフ

ェ等の事業の案内や認知症支援の取組を大

変行っておられました。 

  また、日常生活で支援が必要になった高

齢者に様々なサービスを提供しているお店

等の情報を掲載した「ねこのて手帳」とい

う、かなり分厚い本で、いろいろな事業所

さん全て載ったような感じのものを発行さ

れていました。 

  主な意見の交換内容ですけれども、少子

高齢化に加えて利用者の状況、ニーズの多

様化といった要因から、担う人材が不足し

ていると言われていますが、現状はどのよ

うにされていますかという質問に対して、

人材不足、特に若い担い手が不足していま

す。担い手を確保するために、定年後の再

雇用や研修、柔軟なシフト、負担の少ない

介護技術の開発などを行っていますという

ことでした。また、令和５年度からは職員

紹介制度や謝礼などを行い、人材確保に努

めておられました。また、それ以外にも将

来の担い手の裾野を広げるべく、高校の生

徒や進路指導に関わる教員向けに「おのみ

ち福祉ツアー」というツアーを開催し、福

祉の仕事の内容を紹介する事業などを行っ

ておられました。 

  西部地域包括支援センターが尾道市のほ

かの地域の地域包括支援センターと比較す

ると、特に地域に暮らす高齢者が抱えてい

る課題は何ですかという質問に対しては、

地域住民の健康意識が高く、介護予防活動

が活発にされています。一方で、地域との

交流が希薄になり、孤立していても周囲に

気づかれず、困難事例となってから発見さ

れるケースが増加していますとのことでし

た。また、地域によっては近隣に商店がな

く、買い物難民の増加や、バスの便数が少
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なく移動手段を持たない高齢者を中心に、

閉じこもりにつながりやすくなっています

ということでした。 

  業務上で苦慮されていることや問題点は

という質問に対しては、人口が多い地域で

あり、多種多様な問題に対し、現在の職員

数では全ての問題に対応が難しくなってき

ていますということでした。 

  所感ですけれども、埴生小中一貫校を見

てきまして、学校のそばに地域交流センタ

ーがありまして、地域の人が学校の様子を

いつでも確認できる環境にあり、また、学

校側も塀や門扉等の施錠等もなく、いつで

も地域の人が学校に訪問できる状況にあり

ました。もう防犯上のこともあり豊能町で

は施錠されておりますけれども、今後、西

地区小中一貫校には地域安全センターとい

う住民さんが来れるような場所を設置する

予定となっていますので、その場所を利用

して地域の住民さんがいつでも訪れること

ができる環境づくりができればよいかなと

いうふうに感じました。 

  また、地域連携カリキュラムについては、

子どもと大人が同じテーマで、同じテーマ、

内容で熟議を重ね、ふるさとを愛する気持

ちを持ち、ふるさとを未来につなぐ人を育

てる教育として地域ブランドづくりＴＨＥ

埴生学を実施しておられました。豊能町で

も、今、「とよの未来科」という授業をさ

れておりますので、埴生小中一貫校でされ

ていたような内容がすごい参考になるのか

なと感じました。 

  学校では、１年生から中学３年生まで同

じことをするにも、各学年でできる内容が

違うので、その学年に見合ったことをやっ

て９年間いろいろなことをするということ

をされてまして、田んぼにしても小さい学

年は泥んこ遊びから始まり、田植、稲刈り、

そして先ほど申した６次産業化の話で、イ

ベントで餅をついて餅を販売等もされてお

りましたので、そういった一貫した教育っ

ていうのを豊能町でもできればなと感じて

おります。 

  西部地域包括支援センターにおきまして

は、本町には地域包括支援センターは一つ

しかありませんけれども、自治会単位や東

西地区など圏域をもう少し分けて、それぞ

れの地域での状況を把握して、地域の特性

を踏まえた地域包括支援システムを考える

べきであると感じました。 

  さらに、地域の開業医や医師会など、連

携を図り、予防から医療介護まで切れ目の

ない地域ケア体制の構築、今もされてます

けれども、もっと充実した整備をしていく

必要があると感じました。 

  また、今後認知症患者が増えると言われ

ているんですけれども、地域で認知症に対

する理解を深め、近所で助け合いができる

環境づくりももっと広めていくべきだと感

じました。 

  私から所管事務調査に対する報告は以上

となります。 

○議長（永並 啓君） 

  ありがとうございました。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  付帯決議を提出したく思っております。 

○議長（永並 啓君） 

  動議ですね。 

  ただいま、中川敦司議員から付帯決議の

動議がございました。 

  動議には１人以上の賛成者が必要です。 

  中川議員の付帯決議の動議に賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（永並 啓君） 

  動議に所定の賛成者がおりますので成立

いたしました。 
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  お諮りいたします。 

  ただいま中川敦司議員ほか１名の方から、

第３号議会議案、令和６年度豊能町一般会

計予算の件に対する付帯決議が提出されま

した。 

  これを日程に追加し、追加日程第１とし

て直ちに議題にしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第３号議会議案を日程に追加し、

追加日程第１として直ちに議題とすること

に決定しました。 

  追加日程第１「第３号議会議案 令和６

年度豊能町一般会計予算の件に対する付帯

決議」を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  中川でございます。 

  そういたしましたら第３号議会議案、令

和６年度豊能町一般会計予算に伴う付帯決

議、これにつきまして説明をさせていただ

きます。 

  この文案を読ませていただきます。 

  上記この議案を別紙のとおり、豊能町議

会会議規則第10条の規定によって提出させ

ていただきます。 

  令和６年３月22日提出。 

  豊能町議会議長永並啓様。 

  提出者でありますが、豊能町議会議員中

川敦司、賛成者、同じく管野英美子でござ

います。 

  提案理由につきましては別紙のとおりで

ございます。 

  そうしましたら、この付帯決議の文案を

読ませていただきます。 

  令和６年度豊能町一般会計予算に伴う付

帯決議。 

  令和６年度豊能町一般会計予算は、スマ

ートシティ推進事業の一部であるヘルスケ

ア事業などの予算を削除した修正案が可決

した。しかし、事業遂行に当たり更なる検

討を要する事業も見受けられる。したがっ

て、次の４事業につきましては以下の内容

にて検討並びに事業実施することを求める

ものであります。 

  ①移住就職応援事業。当事業では、正規

就労を伴う移住については移住応援金以外

に追加の支援金を支給することとしている。

町内に存在する事業所に正規就労すること

が条件となっているが、町内産業に限定し

た場合、職種の選択肢が限られることが想

定される。したがって職種の選択肢を拡大

するためにも就労エリアの検討をすること。 

  ２点目、吉川中学校改修に伴う防災無線

移設事業。当事業では、学校改修に伴い吉

川中学校の防災無線屋外拡声子局の撤去、

移設をする事業である。ポールを建てて設

置することも考えているようだが、移設場

所については吉川中学校の改修までの一時

設置として豊能消防署なども検討すること。 

  ３点目、消防広域化事業。当事業は本町

の消防に関する事務を箕面市に委託するも

のである。したがって、緊急車両には「箕

面消防本部」との表記となっている。委託

するために本町から事業費を支出している

観点から、豊能消防署や豊能消防署東出張

所に配備の緊急車両に「豊能町」との表記

を掲げることを箕面市に要望すること。 

  ４点目、ふるさと寄附促進事業。当事業

は、ふるさと寄附についての周知や返礼品

をＰＲし、ふるさと寄附を増やす目的の事

業である。今年度は新たに新聞広告でのＰ

Ｒを実施予定とのことだが、新聞の購読世

帯が年々減少している。したがってＰＲす

るための媒体については新聞広告以外でも
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検討すること。 

  以上、決議する。 

  令和６年３月22日。 

  豊能町議会。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  これより本件に対する質疑を行います。

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

（多数起立８：３） 

○議長（永並 啓君） 

  起立多数であります。 

  よって第３号議会議案は原案のとおり可

決されました。 

  先ほど教育長の任命に同意いたしました

板倉 忠さんがこの庁内におられますので、

議場へお入りいただきます。 

（板倉 忠氏 入場） 

○議長（永並 啓君） 

  ただいま板倉 忠さんより就任の挨拶を

したいと求められておりますのでこれを許

可します。 

  板倉 忠さん、お願いします。 

○板倉 忠氏 

  ただいま議長よりお許しをいただきまし

たので、少し御挨拶させていただきます。 

  先ほど御紹介いただきました板倉 忠で

ございます。 

  このたびは本議会におきまして議員の皆

様に教育長就任につきまして御同意いただ

きまして誠にありがとうございます。身の

引き締まる思いでございます。今後は、豊

能町の教育行政の発展並びにさらなる充実

に向けて全力で取り組んでいく所存でござ

います。 

  議員の皆様におかれましては今後も御指

導、御鞭撻いただきましてお力添えいただ

ければと思っております。 

  簡単ではございますが就任の挨拶させて

いただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

（拍手） 

○議長（永並 啓君） 

  ありがとうございました。 

  板倉 忠さんにはここで退場いただきま

す。これからよろしくお願いいたします。 

（板倉 忠氏 退場） 

○議長（永並 啓君） 

  以上で、３月定例会議に付された事件は

全て終了いたしました。 

  お諮りいたします。 

  ３月定例会議は本日で閉会したいと思い

ます。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、３月定例会議は本日で閉会する

ことに決定いたしました。 

  会議を閉じる前に、３月31日に任期を終

えます森田教育長より、退任に当たっての

御挨拶をいただきます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  教育長の森田雅彦です。 

  議長のお許しをいただきましたので、退

任に当たりまして御挨拶をさせていただき

ます。 

  令和元年６月14日、議会の皆さんの御同

意をいただき、豊能町の教育長に就任させ
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ていただいてから４年と９か月。このたび

学校の再編統合も一定見通しが立ったこと、

また、新教育委員会制度になり首長さんが

交代されると教育長も交代していることな

どから、上浦町長さんにお願いをし退任を

させていただくことといたしました。 

  さて、子どもたちの少子化、学校の小規

模化が進む中、子どもたちにどのような教

育を進めるのか、そしてそのためにどのよ

うな教育環境を整えるべきか。教育委員さ

んたちと検討を進め、令和２年８月12日の

総合教育会議において、令和８年４月、

東・西それぞれの地区に義務教育学校を開

校し、地域とともにある学校づくりを目指

していくことを確認いただきました。その

間、議員の皆さんからいろいろな御意見や

御要望をいただきました。忘れられないの

は、川上議員さんから、教育長、能勢では

一つにしたのに豊能ではなぜ二つにするん

や。一瞬はっといたしました。それからは

本当にこれでいいのかと自問自答しながら

進めました。東地域から学校がなくなると

地域が寂れる。高山小学校を見てきたから、

ようわかると助け舟を出していただいたこ

ともありました。また、故田中元町長、元

議員さんからも、亡くなる10日前に、子ど

もたちにいい学校を造ってやってください

とのメールをいただきました。きっと今も

見守っていてくださると思います。皆さん

本当にいろいろな御意見、御示唆、ありが

とうございました。義務教育学校開校まで

あと２年。校名、これは仮称でございます

が、校章も決まり、小中一貫教育カリキュ

ラムや授業スタンダードなどによる授業実

践も進んでいます。また豊能町独自の教科、

「とよの未来科」や自学ノート、とよのチ

ャレンジの取組も始まりました。子どもた

ちは楽しみにしています。令和８年４月、

子どもたちがスムーズに新しい学校に入学

できるよう、これからも学校、家庭、地域、

そして行政が責任を持って、みんなで知恵

を、力を出し合い、すばらしい学校を目指

すとともに、人が変わっても、時代が変わ

っても、豊能町でしかできない特色ある教

育をそして学校をつくり上げていただきた

いと思います。人づくりはまちづくり、ま

ちづくりは教育にありと有名な言葉があり

ますが、地域おこし、駅伝、ＳＤＧｓ、ス

マホ教室と、いろいろなところで豊能町の

子どもたち頑張っています。その頑張りを

テレビや新聞でも度々取り上げてもらって

おります。どうかこれからも子どもたちの

ことを応援してあげてください。 

  結びに、豊能町のますますの御発展と議

員の皆様方の御活躍、御健勝を祈念いたし

ますとともに、これまでお世話になりまし

たことをお礼申し上げ、退任の御挨拶とさ

せていただきます。本当にありがとうござ

いました。 

（拍手） 

○議長（永並 啓君） 

  森田教育長、今までありがとうございま

した。 

  ３月定例会議の閉会に当たり、町長から

御挨拶がございます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  閉会に当たりまして御挨拶をさせていた

だく前に、森田教育長におかれましては約

５年間にわたり大変お世話になりました。

この間、森田教育長に築いてきていただき

ました、とりわけ小中一貫校に対する取組

は引き続き前へ進めさせていただきたいと

思っております。 

  森田教育長におかれましては、今後ます

ますの御活躍をいただきますことを御祈念

申し上げますとともに、私ども豊能町に対

しまして引き続きお力添えをいただきます
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ようにお願いを申し上げ、お礼に代えさせ

ていただきます。どうもありがとうござい

ました。 

  それでは改めまして、令和６年３月定例

会議の閉会に当たりまして一言御挨拶を申

し上げさせていただきます。 

  本日の追加議案も含めまして、今回の定

例会議に御提案させていただきました議案

につきまして、長時間にわたりまして慎重

に御審議をいただきまして誠にありがとう

ございました。 

  令和６年度の予算につきましても限られ

た予算でございます。与えられた中で最大

限効果が出るよう持続可能な行財政運営を

図ってまいりますので、よろしくお願い申

し上げます。 

  また、議員の皆様から御審議いただきま

したこと、御意見、さらには先ほど付帯決

議をいただきました。これらにつきまして

も十分留意、検討させていただきながら今

後実施してまいりたいと思っております。

よろしくお願いを申し上げます。 

  結びに、豊能町でも暖冬ということで、

昨日一昨日は雪が降ってまいりましたけれ

ども、降雪も少ないという状況でございま

した。今、三寒四温ということで時節の変

わり目でございます。議員の皆様方におか

れましては時節柄くれぐれも御自愛いただ

きますようお願い申し上げまして、簡単で

はございますが３月定例会議閉会に当たり

ましての御挨拶とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（永並 啓君） 

  これをもって、令和６年豊能町議会３月

定例会を閉じ、散会といたします。 

  皆さん、どうもお疲れさまでした。 

 

閉会 午後４時33分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第５号議案 豊能町附属機関に関する条例改正の件 

第６号議案 豊能町行政手続における特定の個人を識別するための番号の 

      利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情 

      報の提供に関する条例改正の件 

第７号議案 豊能町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例改 

      正の件 

第８号議案 豊能町介護保険法関係事務手数料条例改正の件 

第９号議案 豊能町子ども・子育て審議会条例改正の件 

第10号議案 豊能町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特 

      定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条 

      例改正の件 

第11号議案 豊能町立留守家庭児童育成室条例改正の件 

第12号議案 豊能町国民健康保険条例改正の件 

第13号議案 豊能町介護保険条例改正の件 

第14号議案 豊能町指定居宅介護支援事業者の指定並びに指定居宅介護支 

      援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例改正の 

      件 

第15号議案 豊能町消防団員等公務災害補償条例改正の件 

第16号議案 豊能町宅地造成等規制法関係事務手数料条例を廃止する条例 

第17号議案 豊能町奨学資金条例を廃止する条例 

第18号議案 令和５年度豊能町一般会計補正予算（第10回）の件 

第19号議案 令和５年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予算 

      （第３回）の件 

第20号議案 令和５年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 

      の件 

第21号議案 令和５年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算（第５ 

      回）の件 

第22号議案 令和６年度豊能町一般会計予算の件 

第23号議案 令和６年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の件 

第24号議案 令和６年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定予算 

      の件 
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第25号議案 令和６年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第26号議案 令和６年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第27号議案 令和６年度豊能町下水道事業会計予算の件 

第28号議案 豊能町教育長の任命につき同意を求めることについて 

第29号議案 豊能町特別職の職員の給与に関する条例改正の件 

第１号議会議案 豊能町議会議員の請負の状況の公表に関する条例制定の 

        件 

第２号議会議案 豊能町議会委員会条例改正の件 

福祉教育常任委員会所管事務調査の報告について 

第３号議会議案 令和６年度豊能町一般会計予算に伴う付帯決議 
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  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ２番 

 

        同    ３番 

 

 


